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 2学期も残すところあと 1週間となりました。1，2年生は、2学期の学習のまとめや来週の月曜日に行われ

ます「実力テスト」に向けての対策に取り組んでいます。3年生は、私立高校の推薦入試に向けての面接練習や

受験対策に力を入れており、受験体制が本格的になりました。年末年始と何かと慌ただしい時期、冬休みを有効

に、そして有意義に過ごすためには、冬休み前から生活リズムを崩さないことが大切です。決まった時間に学習

し、決まった時間に食事を取り、決まった時間に睡眠を取るなど、一日の生活のリズムを習慣化するようにしま

しょう。気晴らしのゲームやネット視聴は気分転換になりますが、抑制が効かなくなり、時間の浪費や夜更かし

することは禁物です。自分で自分をコントロールする自己指導能力を育てるために、普段から今頑張るべきこと

や後から取り組むべきことを自己目標と照らし合わせて判断し、優先的な勉強や責務と欲望をコントロールしな

がら生活をすることが大切です。冬休みまで残りの一週間、自分の甘さや周りの誘惑に負けず、勉強（入試対策）

やメディアの利用など自己コントロールして規則正しい生活リズムで冬休みを迎えてほしいと思います。 

 

 GIGAスクール構想により、一人一台のタブレットが市から貸与され、

タブレットを活用した授業が進められています。また、タブレットの持ち

帰りも始まり、各家庭でもスマートフォンやタブレット、パソコンの管理

やルール作りが求められています。 

 五箇地区では、毎年取り組んできた『五箇地区ノーメディアに関する標

語』を『メディアコントロール宣言』という形で、五箇幼・小・中連携協

議会で標語や宣言にふさわしい言葉を募集し、メディア社会における家庭

生活について宣言を策定しました。右が、その宣言となります。これから

は、この宣言を地区内で共有し、メディアによる生活の乱れや SNSのト

ラブルに合わないように注意を促していきます。また、子供の健全な成長と明るく円満な家庭生活が送れるよう

地域で取り組んで行ければと思います。本日、各家庭にポスターを配布しましたので、目の止まる所に掲示をし、

ご家族でメディアコントロールについて話す機会を増やし、意識を高めていただければと思います。 

 

 12月 7日（火）に五箇地区学校運営協議会委員の方々にお集まりいた

だき、学校運営協議会が行われました。五箇中学校の経営ビジョンを説明

し、今年度の生徒の活動や取組、学力の定着状況についてお話しさせてい

ただきました。また、生徒・保護者の皆様から頂きましたアンケートの結

果を受けて、考察や評価についてお伝えしました。アンケートの結果から

「○楽しく学校生活を送っている。  ○わかりやすい授業である。 ○

家庭学習をきちんと取り組んでいる。 ○相手の立場になって行動してい

る。」が高い評価を得ており、「●部活動へ積極的に参加している。 ●努

力を認められている。 ●メディアコントロールにきちんと取り組んでいる。」の評価が昨年度より低くなって

おり、改善が必要であると思われます。今後も、『学び合い・認め合い・高め合う生徒の育成』の教育理念の基、

教育目標の具現化を目指し、保護者の皆さまや地域の方々にご協力いただきながら尽力してまいります。 

 

 12月 13日（月）の全校朝の会で、第 2回漢字能力検定の取得者に認定書をお渡

ししました。取得者は次の通りです。 

【2級】齋藤諒河さん【準 2級】鈴木優斗さん【3級】大輪優奈さん 富岡奈々さん 

【4級】高松凛さん 大輪志真さん 乾琴葉さん【５級】鈴木巧人さん 

全校生での漢検３級以上の取得者は【２級】取得者：２人【準２級】取得者：５人

【３級】取得者：９人 検定取得を推奨していますが、大変すばらしい取り組みです。 

【中学校の学校運営の説明】 

【２級合格の齋藤諒河さん】 


